
菊
池
一
隆
著

中
園
初
期
協
同
組
合
史
論

|
|
合
作
祉
の
起
源
と
初
期
動
態
|
|

一
九
二
ー
一
九
二
八

蒲

豊

彦
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著
者
の
菊
池
一
隆
氏
は
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
に
、
『
中
図
工
業
合
作
運
動

史
の
研
究
」
汲
古
書
院
、
二

O
O
二
年
、
六
三
三
頁
、
『
H
本
人
反
戦
兵
士

と
H
中
戦
争
|
|
重
慶
園
民
政
府
地
域
の
捕
虜
牧
容
所
と
関
連
さ
せ
て
』
御

茶
の
水
害
房
、
二

O
O
三
年
、
四
八
八
頁
、
『
中
岡
初
期
協
同
組
合
史
論
一

九
二
一
九
二
八
|
|
合
作
祉
の
起
源
と
初
期
動
態
|
|
』
日
本
経
済
評

論
壮
、
二

O
O
八
年
、
四
二
五
頁
、
『
中
園
抗
日
軍
事
史
一
九
三
七
一
九

四
五
』
有
志
舎
、
二

O
O九
年
、
四

0
0頁
等
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究

を
ま
と
め
、
重
厚
な
著
作
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
評
が
扱

う
『
中
園
初
期
協
同
組
合
史
論
一
九
一
一
一
九
二
八
』
は
、
『
中
国
工
業

合
作
運
動
史
の
研
究
』
の
姉
妹
篇
に
あ
た
り
、
中
園
に
お
け
る
合
作
壮
(
協

同
組
合
)
の
起
黙
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

時
代
と
し
て
は
お
も
に
辛
亥
革
命
期
か
ら
一
九
二
八
年
の
南
京
園
民
政
府
成

立
ま
で
を
論
じ
、
補
論
と
し
て
三

0
年
代
の
江
蘇
省
の
合
作
枇
に
も
言
及
し

て
い
る
。
金
慢
の
章
立
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
論
第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

補

論
お
わ
り
に

協
同
組
合
思
想
の
中
園
へ
の
流
入
と
受
容
形
態

中
園
に
お
け
る
民
間
初
期
合
作
連
動
の
創
始

中
図
園
民
集
に
お
け
る
合
作
祉
の
起
黙
と
展
開

孫
文
・
戴
季
陶
・
一
彦
仲
憧
・
陳
呆
夫
・
部
力
子
の
系
譜

中
園
共
産
黛
に
お
け
る
合
作
祉
の
起
黙
と
展
開

察
和
森
・
毛
津
束
・
李
立
三
・
劉
少
奇
・
毛
津
民
と
関
連
さ
せ

て
沈
玄
麗
の
合
作
思
想
と
早
川
江
省
粛
山
豚
街
前
農
民
協
舎

辛
洋
義
賑
救
災
総
合
の
活
動
と
農
村
信
用
ム
口
作
枇

江
蘇
合
作
事
業
推
進
の
構
造
と
合
作
枇
(
一
九
二
八

1
三
七
年
)

|
南
京
園
民
政
府
、
江
蘇
省
政
府
、
江
蘇
省
農
民
銀
行
と
闘
士
連
さ

せ
て
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以
下
、
章
を
追
っ
て
内
容
を
概
観
し
た
の
ち
、
本
書
の
特
色
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
合
作
、
運
動
と
共
産
黛
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
若
干
検
討
を
加
え

て
み
た
い
。

ま
ず
序
論
で
は
円
中
爾
図
の
従
来
の
研
究
が
総
括
さ
れ
、
つ
守
つ
い
て
本
書

の
目
的
や
濁
自
性
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
中
園
合
作
壮
史
に
か

ん
す
る
戟
後
の
研
究
は
す
く
な
い
が
、
な
か
で
も
新
中
園
建
国
前
に
つ
い
て

の
研
究
は
遅
れ
、
そ
れ
さ
え
も
三

0
年
代
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し

て
そ
の
理
由
と
し
て
、
史
料
が
入
手
同
難
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
日
中
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
ム
口
作
枇
は
園
民
童
…
統
治
匿
域
に
お
け
る
農
村
支
配
の
た
め
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の
改
良
主
義
的
な
道
具
と
み
な
さ
れ
、
研
究
者
の
関
心
が
向
か
な
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
上
の
鉄
落
部
分
と
な
っ
て
い
る
辛
亥
革

命
時
期
か
ら
二

0
年
代
に
か
け
て
の
初
期
合
作
祉
に
つ
い
て
、
そ
の
全
隈
像

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
と
な
る
。
著
者
は
そ
の
た
め
に
、
民

間
、
園
民
業
、
中
国
共
産
黛
、
街
前
農
民
協
舎
の
沈
玄
慮
、
華
洋
義
賑
救
災

総
合
の
五
つ
の
柱
を
立
て
た
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
第
二
章
以
下
、
各
章
の

内
容
と
な
る
。

そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
第
一
章
で
は
初
期
の
思
想
的
受
容
の
問
題
、
す
な

わ
ち
欧
米
に
す
で
に
存
在
し
た
合
作
祉
の
考
え
方
が
ど
の
よ
う
に
中
図
に
流

入
し
、
賓
践
に
移
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
が
検
討
さ
れ
、
つ
づ
い
て
第
二
章

で
は
最
初
期
合
作
祉
の
賓
態
が
詳
述
さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
章
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。
協
同
組
合
思
想
は
、
清
末
か
ら
辛
亥
革
命
後
に
か
け
て
各
種
書
籍

や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、
五
四
運
動
期
に
は
、
さ
ら
に
賓
践
に

向
か
い
始
め
る
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の
が
朱
進
之
、
徐
治
水
ら
の
知
識
人

で
あ
り
、
こ
れ
に
や
や
遅
れ
、
二

O
年
四
月
、

L

上
海
復
旦
大
同
学
教
授
辞
仙
舟

の
影
響
下
で
合
作
祉
の
た
め
の
研
究
、
賃
停
機
関
で
あ
る
平
民
週
刊
祉
が
創

設
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
類
似
の
機
関
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
れ
た
o

五
四
時
期
に
は
救
園
の
た
め
に
各
粧
の
枇
曾
主
義
思
想
が
検
討
さ
れ
た
の
だ

が
、
協
同
組
合
思
想
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
内
符
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
北

部
の
町
ロ
ッ
チ
デ
I
ル
で
勃
興
し
た
世
界
初
の
消
費
組
合
運
動
と
さ
れ
る

「
ロ
ッ
チ
デ

1
ル
公
正
先
駆
者
組
合
」
の
影
響
を
受
け
た
、
消
費
合
作
枇
優

先
の
考
え
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
。
海
外
と
の
闘
係
で
さ
ら
に
注
目
す
べ

き
は
、
中
園
の
合
作
主
義
が
、
園
際
的
な
運
動
、
と
り
わ
け
一
八
九
五
年
か

ら
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
て
い
た
国
際
協
同
組
合
同
盟
の
動
向
に
注
意
を
挽
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
中
園
で
の
協
同
組
合
運
動
は
、
内
に
あ
っ

て
は
中
園
枇
舎
の
現
状
を
見
据
え
た
救
図
の
思
想
、
そ
し
て
一
方
で
海
外
で

の
動
き
に
も
注
意
を
向
け
な
が
ら
始
ま
っ
て
い
っ
た
。
な
お
必
田
初
さ
ま
ざ
ま

に
誇
さ
れ
て
い
た
協
同
組
合
が
「
合
作
枇
」
と
い
う
誇
語
に
統
一
さ
れ
始
め

る
の
は
、
一
九
一
九
、
二

O
年
ご
ろ
か
ら
だ
と
い
う
。

第
二
章
で
は
、
消
費
、
信
用
、
生
産
の
各
合
作
枇
の
賓
態
が
詳
述
さ
れ
る
。

中
園
最
初
の
消
費
ム
口
作
枇
は
一
九
一
八
年
に
設
立
さ
れ
た
北
京
大
学
消
費
公

社
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
中
園
最
初
の
合
作
祉
で
も
あ
り
、
大
事
の
国
書
、

文
具
、
ま
た
救
職
員
、
準
生
の
日
用
雑
貨
を
扱
っ
て
い
た
。
一
方
、
信
用
合

作
祉
は
、
一
九
年
の
上
海
図
民
合
作
儲
蓄
銀
行
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
つ
ぎ
が

一
二
年
設
立
の
成
都
農
工
合
作
儲
蓄
枇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
信
用
合
作
祉
の
場

合
は
、
中
岡
で
嘗
時
主
流
と
な
っ
て
い
た
ロ
ァ
チ
デ

1
ル
式
よ
り
も
、
ド
イ

ツ
で
労
働
者
の
貧
窮
問
題
打
開
の
た
め
に
都
市
型
信
用
協
同
組
合
を
進
め
た

シ
ユ
ル
ツ
で
お
な
じ
く
ド
イ
ツ
で
農
村
型
信
用
協
同
組
合
を
唱
え
た
ラ
イ

フ
ア
イ
ゼ
ン
の
雨
方
式
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
。
生
産
合
作
枇
は
、
二

O

年
に
長
沙
で
誕
生
し
た
湖
南
大
同
合
作
祉
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

合
作
運
動
が
し
だ
い
に
進
展
す
る
な
か
で
、
ひ
と
つ
の
問
題
が
愛
生
し
た
。

投
機
的
事
業
を
行
う
よ
う
な
、
本
来
の
趣
旨
を
は
ず
れ
た
合
作
枇
が
現
れ
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
二
年
設
立
の
上
海
合
作
銀
行
は
、
議
足
時

に
す
ぐ
さ
ま

-
O寓
元
の
預
金
を
集
め
た
も
の
の
、
数
か
月
後
に
は
閉
鎖
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
係
り
の
合
作
祉
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
指
導
、

監
督
を
行
う
連
合
組
織
が
模
索
さ
れ
、
二
二
年
の
上
海
合
作
連
ム
円
台
成
立
へ

と
い
た
る
。
こ
う
し
て
二
三
年
ま
で
に
は
、
各
省
で
総
計
約
四
五
祉
の
各
種

合
作
関
係
組
織
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
堅
倒
的
多
数
が
消
費
合
作
枇
で
あ
り
、

ま
た
生
活
防
衛
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
二
四
年
ま

で
に
崩
壊
し
て
い
く
。
そ
の
と
く
に
大
き
な
要
因
は
、
首
初
か
ら
反
資
本
主

100 



義
、
反
帝
国
主
義
の
志
向
を
有
し
て
い
た
合
作
運
動
を
、
軍
関
政
府
が
妨
害
、

弾
医
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
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一
旦
沈
滞
し
た
合
作
運
動
で
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
二
七
年
以
降
、
そ

の
主
流
は
園
民
政
府
の
合
作
事
業
に
合
流
す
る
か
た
ち
で
新
た
な
這
を
模
索

す
る
。
第
三
章
が
扱
う
の
は
、
そ
の
園
民
黛
に
お
け
る
合
作
枇
の
展
開
で
あ

る
。
第
一
に
注
目
す
べ
き
人
物
は
も
ち
ろ
ん
孫
文
だ
が
、
か
れ
が
明
確
に
合

作
枇
に
言
及
す
る
の
は
、
一
九
一
九
年
の
「
地
方
自
治
開
始
賓
行
法
」
に
お

い
て
で
あ
る
と
い
う
。
地
方
自
治
国
躍
は
政
治
組
織
で
あ
る
と
と
も
に
経
済

組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
地
方
自
治
と
の
関
連
で
取
り
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
孫
文
は
よ
り
具
健
的
に
は
消
費
合
作
一
吐
を
論
じ
、

ま
た
そ
れ
を
通
し
て
階
級
闘
争
よ
り
は
経
済
利
盆
の
「
調
和
」
に
よ
る
枇
曾

進
化
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
。
孫
文
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
合
作
枇
に
注
目
し
た
園

民
黛
人
に
、
戴
季
陶
が
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
協
同
組
合
を
理
論
化
、
懐
系

化
し
、
中
園
で
は
じ
め
て
の
法
制
化
を
め
ざ
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
彦
仲
慣
や
郁
力
子
、
ま
た
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
陳
呆
夫
も
合
作
運
動
に

か
か
わ
っ
た
。

同
氏
黛
が
組
織
と
し
て
合
作
枇
に
取
り
組
む
の
は
、
二
四
年
の
第
一
次
園

共
合
作
開
始
時
で
あ
り
、
黛
中
心
人
農
民
部
が
農
村
の
改
良
の
た
め
に
着
手
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
繰
り
返
し
軍
閥
の
弾
一
墜
を
蒙
っ
て
き
た
民
間

の
合
作
逗
動
指
導
者
た
ち
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
園
民
黛
へ
の
接
近
を
考
え
始

め
、
そ
の
結
果
、
同
年
八
月
に
は
、
民
間
お
よ
び
園
共
雨
窯
員
が
協
力
し
た

中
岡
合
作
運
動
協
舎
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
護
起
人
に
は
、
戴
季
陶

や
陳
果
夫
、
胡
漢
民
、
注
精
街
、
部
力
子
な
ど
と
と
も
に
毛
浮
東
も
名
を
連

ね
て
い
る
。
二
七
年
に
南
京
園
民
政
府
が
成
立
す
る
と
、
民
間
の
合
作
一
吐
指

導
者
は
、
武
漢
で
は
な
く
蒋
介
石
の
こ
の
政
府
に
さ
ら
に
接
近
し
、
運
動
の

保
護
奨
蹴
を
求
め
、
こ
こ
か
ら
合
作
枇
の
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
合
作
淫
動
正
賞
化
の
た
め
に
、
孫
文
が
し
き

り
に
引
き
令
い
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
八
年
に
南
京
国
民
政
府
が
武

漢
園
民
政
府
を
吸
収
合
併
し
た
の
ち
、
合
作
運
動
は
、
園
家
建
設
の
た
め
の

「
七
項
運
動
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
共
産
量
…
指
導
の
労
農
運

動
が
「
破
壊
的
」
な
も
の
と
規
定
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
づ
く
第
四
章
は
、
も
う
一
方
の
首
事
者
で
あ
る
中
園
共
産
黛
の
合
作
運

動
を
論
ず
る
。
そ
の
思
想
的
受
容
の
起
慰
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
皐
中
の
察
和
森

に
あ
っ
た
。
察
は
一
九
二

O
年
、
毛
浮
東
に
迭
っ
た
書
簡
で
合
作
祉
に
つ
い

て
絢
れ
、
そ
の
後
の
往
復
書
簡
の
な
か
で
毛
浮
東
も
ま
た
合
作
枇
に
理
解
を

一
泌
す
こ
と
に
な
る
。
賓
践
と
し
て
は
、
二
二
年
に
江
西
省
の
安
源
路
鍍
工
人

倶
楽
部
内
に
設
置
さ
れ
た
て
人
消
費
合
作
祉
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
畑
町
経

理
は
李
立
三
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
に
行
わ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
で
路

鎖
嘗
局
と
結
託
し
た
商
庖
が
故
意
に
休
み
、
州
労
働
者
が
生
活
必
需
品
を
購
入

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
(
た
だ
し
本
文

中
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
月
が
合
作
枇
成
立
よ
り
も
後
に
な
っ
て
お
り
、
誤

植
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
)
o

そ
の
後
ま
も
な
く
、
毛
津
束
の
賓
弟
・
毛
淳
民

も
こ
こ
に
汲
遣
さ
れ
、
二
四
年
に
は
線
経
理
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
合
作

祉
が
蛙
労
働
運
動
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
中
園
共
産
黛
の
協
同
組
合
運
動
は
消

費
合
作
一
祉
を
中
心
と
し
、
そ
の
愛
想
が
そ
の
の
ち
も
一
貫
し
て
存
在
し
績
け

た。
中
園
共
産
黛
と
の
闘
係
で
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
ム
円
作
祉
を
め
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ぐ
る
州
労
働
運
動
と
農
民
運
動
と
の
関
係
で
あ
る
。
安
源
で
は
二
五
年
に
「
九

月
惨
案
」
に
よ
っ
て
工
人
倶
楽
部
が
閉
鎖
さ
れ
、
帆
労
働
者
が
大
量
解
雇
さ
れ

る
と
、
共
産
黛
は
二

0
0
0飴
人
を
慶
州
農
民
運
動
講
習
所
に
ゆ
語
り
込
み
、

こ
れ
が
の
ち
に
と
り
わ
け
湖
南
農
民
運
動
を
お
お
き
く
進
展
さ
せ
る
中
核
と

な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
運
動
を
支
え
る
合
作
枇
政
策
が
不
可
訣
と
さ
れ
、

中
岡
共
産
黛
も
合
作
祉
に
た
い
す
る
認
識
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
。

四

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
初
期
協
同
組
合
運
動
史
の
全
健
像
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
、
合
作
創
と
い
う
覗
貼
を
通
し

て
歴
史
の
再
検
討
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
で
扱
わ
れ
た
州
労
働
運
動
と

農
民
運
動
と
の
閥
連
性
も
そ
の
一
例
と
い
え
る
。
つ
づ
く
第
五
章
で
は
、
合

作
枇
な
の
か
農
民
協
舎
な
の
か
評
慣
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
漸
江
省
粛
山
牒
の

街
前
農
民
協
舎
を
と
り
あ
げ
、
指
導
者
で
あ
っ
た
沈
玄
雇
の
思
想
に
焦
貼
を

絞
っ
て
、
そ
の
合
作
枇
と
し
て
の
内
賓
が
検
討
さ
れ
る
。

一
九

O
一
年
の
秀
才
で
あ
る
沈
玄
塵
は
、
辛
亥
革
命
後
に
円
本
に
亡
命
し

た
際
、
社
舎
主
義
に
傾
倒
し
、
二

O
年
に
は
陳
濁
秀
ら
と
上
海
共
産
主
義
小

組
を
結
成
す
る
な
ど
、
ご
く
初
期
か
ら
の
中
園
共
産
黛
員
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
二
一
年
に
街
前
に
蹄
郷
し
て
農
村
小
学
校
の
創
設
、
農
民
協
舎
の
設

立
な
ど
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
し
だ
い
に
共
産
黛
と
疎
遠
に
な
り
、
二
五
年
に

は
林
森
や
郷
魯
ら
と
西
山
合
同
議
泳
を
結
成
し
、
そ
の
後
、
共
産
黛
員
や
園
民

集
左
泳
の
虐
殺
に
も
積
極
的
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
八
年
に
何

者
か
に
暗
殺
さ
れ
、
四
六
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
こ
う
し
て
き
わ
め
て
振
幅

の
大
き
な
一
生
を
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
農
民
、
階
級
闘
争
よ
り
も
互
助
、

教
育
を
、
ま
た
中
心
人
集
権
化
で
は
な
く
地
方
白
治
を
重
一
蹴
し
た
貼
で
は
一
貰

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
沈
玄
塵
は
一
九
年
段
階
で
す
で
に
共
同
工
作
、
経
済
重
視
、

平
和
的
な
漸
進
方
法
に
よ
る
共
同
艦
作
り
を
め
ざ
し
て
お
り
、
「
合
作
枇
」

と
い
う
言
葉
が
山
て
こ
な
い
と
し
て
も
、
か
れ
の
農
民
協
舎
も
小
学
校
も
そ

の
目
的
は
合
作
主
義
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
推
測
す
る
。
こ
の
地
方
で
賓

際
に
設
置
さ
れ
る
最
初
の
合
作
祉
は
、
農
民
協
曾
崩
壊
後
の
二
三
年
に
現
れ

た
縫
志
小
向
学
校
内
の
合
作
商
府
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
沈
の
思
想
的
管
局
を
た

ど
る
と
、
農
民
お
よ
び
数
育
重
頑
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
方
白
治
に
か

ん
す
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
自
治
性
の
強
い
下
か
ら

の
改
革
が
、
三

0
年
代
初
頭
に
、
南
京
図
民
政
府
の
管
理
強
化
と
と
も
に
上

か
ら
の
合
作
事
業
に
轄
換
し
、
ま
た
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

第
六
章
も
初
期
合
作
史
に
関
連
し
た
個
別
研
究
で
あ
り
、
華
洋
義
賑
救
災

総
合
の
活
動
が
詳
述
さ
れ
る
。
同
系
統
の
華
洋
義
賑
合
に
つ
い
て
は
川
井
悟

の
『
華
洋
義
賑
舎
と
中
岡
農
村
」
が
あ
る
が
、
川
井
が
三

0
年
代
を
中
心
と

す
る
の
に
針
し
て
、
本
書
で
は
創
成
期
の
二

0
年
代
に
力
結
が
置
か
れ
る
。

会
九
一
一
一
年
会
一
月
に
結
成
さ
れ
た
辛
洋
義
賑
救
災
総
合
は
、
被
災
民
の
依

頼
心
を
助
長
す
る
よ
う
な
慈
善
的
な
銭
糧
の
支
給
は
極
力
避
け
、
「
以
工
代

賑
」
す
な
わ
ち
堤
防
修
築
や
道
路
建
設
を
行
わ
せ
て
食
料
、
賃
金
等
を
支
給

す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
資
金
は
中
園
政
府
、
民
間
献
金
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
献
金
だ
が
、
投
資
利
盆
も
財
政
基
盤
の
重
要
な
部
分
を
な
し
て
い
た
。

線
舎
の
活
動
家
に
つ
い
て
は
、
川
井
悟
は
「
縁
」
(
片
岡
E
m巾
)
を
強
調
し
た
。

つ
ま
り
執
行
委
員
は
欧
米
留
息
子
の
経
験
を
持
ち
、
惇
統
的
な
中
岡
枇
舎
の
外

に
山
た
凶
則
違
部
に
生
活
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
本

書
で
は
、
む
し
ろ
北
京
政
府
で
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る
も
の
が
少
な

く
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
て
総
合
設
立
の
翌
年
か
ら
は
信
用
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合
作
枇
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
人
材
育
成
の
た
め
に
教
育
や
訓
練

に
も
力
を
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
華
洋
義
賑
救
災
総
舎
に
封
し
て
北
京
政
府

も
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
た
が
、
方
針
が
定
ま
ら
ず
、
と
り
わ
け
農
工
部
が

堅
迫
を
加
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
園
尽
黛
の
躍
進
と
南
京
園
民
政
府
の
樹
立

は
、
こ
の
よ
う
な
閉
寒
的
朕
況
を
打
ち
破
る
も
の
で
あ
り
、
合
作
献
の
側
で

孫
文
の
三
民
主
義
に
よ
っ
て
信
用
合
作
耐
を
捉
え
な
お
す
作
業
が
始
ま
る
と

と
も
に
、
園
民
政
府
の
側
で
も
中
央
、
地
方
と
も
に
合
作
枇
へ
の
認
識
が
深

ま
っ
て
い
っ
た
。

本
書
の
最
後
に
置
か
れ
た
補
論
「
江
蘇
合
作
事
業
推
進
の
構
造
と
ム
ロ
作
枇

(
一
九
二
八

l
三
七
年
)
」
は
、
二

0
年
代
と
、
本
書
が
直
接
に
は
封
象
と

し
な
い
三

0
年
代
と
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。
江
蘇
省
は
、
全
園
で
最
も
合

作
運
動
の
護
展
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
、
政
府
に
よ
っ
て
政

策
的
に
推
し
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
黙
が
従
来
の
も
の
と
達
、
っ
と

同
時
に
、
あ
ら
た
な
展
開
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
南
京
圏
民
政
府

お
よ
び
江
蘇
省
政
府
に
よ
る
法
的
な
整
備
が
注
目
さ
れ
る
。
二
八
年
に
「
七

項
淫
動
」
の
ひ
と
つ
に
合
作
淫
動
が
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
中
園
最
初
の

合
作
祉
法
規
で
あ
る
「
江
蘇
省
合
作
祉
暫
行
候
例
」
が
愛
布
さ
れ
、
初
め
て

法
人
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
合
作
事
業
を
捨
賞
し
た
の
は
省

農
鍍
省
だ
が
、
そ
の
も
と
で
、
指
導
者
養
成
、
普
及
活
動
、
農
事
機
関
に
よ

る
援
助
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
全
国
展
開
す
る
。
こ
の
な
か
で

大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
が
、
二
八
年
に
設
立
さ
れ
た
江
蘇
省
農
民
銀
行
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
行
政
、
立
法
、
そ
し
て
金
融
面
で
の
援
助
が
整
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
資
金
の
貸
付
を
と
お
し
て
農
業
技
術
や
農
民
意
識
の
改

革
を
も
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。
最
後
に
、
政
府
の
以
上
の
よ
う
な
施
策
の
も

と
で
、
江
蘇
省
の
合
作
事
業
が
賓
際
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
の
か
、
信
山

合
作
一
祉
、
生
産
合
作
一
祉
、
運
鈎
ム
口
作
枇
等
々
に
分
け
て
詳
述
さ
れ
る
が
、
こ

の
な
か
で
、
中
間
搾
取
の
排
除
を
め
ざ
す
遥
鈎
合
作
枇
が
蛍
時
の
流
れ
を
方

向
づ
け
て
お
り
、
そ
れ
は
、
流
通
改
革
を
通
し
て
農
村
碁
盤
を
確
立
し
、
南

京
国
民
政
府
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

五

現
在
、
日
本
の
高
度
成
長
期
に
も
匹
敵
す
る
経
済
愛
展
を
見
せ
は
じ
め
た

中
国
で
あ
る
が
、
圏
内
に
は
貧
困
、
人
権
、
環
境
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山

積
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
た
い
し
て
は
政
府
の
釘
麿
策
が
重
要
だ
が
、

N
G
O
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
組
織
の
動
向
も
ひ
と
つ
の
鍵
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
民
間
に
組
織
を
作
り
、
漸
進
的
に
枇
曾
改
良
を
進
め
て
い
く
方
法
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
運
動
が
す
で
に
近
代
の
中
園
に
愛
生
し
て
お
り
、
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
合
作
運
動
の
賓
態
や
歴
史
、
残
さ
れ
た
課
題
な
ど
を
整
理
し

て
お
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
現
代
的
な
意
義
を
持
ち
、
そ
の
黙
で
、
本
音
一
目
は

時
宜
を
得
た
研
究
と
言
え
よ
う
。

本
書
が
描
く
初
期
合
作
社
、
淫
動
の
流
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
海
外

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
清
末
に
は
中
岡
に
紹
介
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
協
同
組

合
思
想
は
、
五
四
時
期
に
な
る
と
救
岡
思
想
の
ひ
と
つ
と
し
て
賓
践
に
移
さ

れ
始
め
る
。
の
ち
の
凶
民
黛
や
共
産
宣
…
に
つ
ら
な
る
人
々
が
合
作
枇
に
目
を

向
け
始
め
る
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
四
年
ご
ろ
ま
で
に
そ

の
逗
動
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
そ
の
も
っ
と
も
お
お
き
な
原
因
は
軍
閥
政
府

に
よ
る
妨
害
だ
っ
た
。
合
作
逗
動
の
指
導
者
た
ち
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
園
民
黛

へ
の
接
近
を
は
か
り
、
二
七
年
に
南
京
図
民
政
府
が
成
立
し
た
の
ち
は
、
そ

の
合
作
事
業
に
合
流
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
運
動
が
保
護
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
農
村
基
盤
の
確
立
を
通
し
て
政
権
を
安
定
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
、
南
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京
岡
民
政
府
に
と
っ
て
も
有
盆
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
合
作
枇
運
動
史
の
な
か
に
、
一
方
で
共
産
黛
の
動
向
を
明
確

に
組
み
込
も
う
と
し
た
鈷
が
、
本
書
の
ひ
と
つ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
に
閲
し
て
は
、
あ
ま
り
成
功
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著

者
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
園
共
合
作
時
に
は
合
作
枇
が
園
共
雨
量
一
を
結
び
つ
け

る
統
帯
の
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
ム
口
作
一
枇
に
た
い
す
る
認
識
を
し
だ
い
に
深

め
た
共
産
黛
は
、
減
租
減
息
な
ど
を
「
消
極
」
的
と
と
ら
え
、
闘
争
を
支
え

る
経
済
的
基
盤
の
確
立
を
「
積
極
」
的
と
し
て
む
し
ろ
重
視
す
る
に
い
た
る

と
い
う
。
そ
こ
で
重
覗
さ
れ
た
の
が
合
作
枇
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
八
年

以
降
、
園
民
政
府
は
共
産
童
…
の
土
地
革
命
に
釘
抗
す
る
な
か
で
、
共
産
黛
の

農
労
運
動
を
「
破
壊
的
」
と
規
定
し
つ
つ
、
「
建
設
的
」
な
合
作
運
動
を
み

ず
か
ら
の
側
に
取
り
込
ん
で
い
く
と
す
る
。
こ
こ
で
、
同
様
に
合
作
枇
に
よ

る
経
済
基
盤
確
立
を
め
ざ
し
て
い
た
は
ず
の
共
産
黛
系
の
運
動
が
、
な
ぜ

「
破
壊
的
」
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
た
ん
に
園
民
議
の

側
の
巧
妙
な
官
一
停
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
慰
に
つ
い
て
、
著
者

は
踏
み
込
ん
だ
説
明
を
試
み
て
い
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
鮪
は
、
こ
の
問
題
の
背
後
に
あ
る
、
合
作
枇
を
め
ぐ

る
共
崖
黛
系
の
州
労
働
運
動
と
農
民
運
動
、
お
よ
び
合
作
枇
と
農
民
運
動
と
の

闘
係
で
あ
る
。
著
者
が
「
歴
史
開
拓
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
」
(
一
九
二

頁
)
と
い
う
こ
れ
ら
の
側
面
を
す
こ
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
湖
南
に
つ

い
て
は
、
勢
、
農
運
動
の
関
連
性
を
一
不
す
根
擦
が
二
つ
提
示
さ
れ
る
。
ひ
と

つ
は
、
衡
山
の
農
民
の
多
く
が
水
口
山
亜
鉛
鎖
に
働
き
に
行
き
、
一
九
二
四

年
に
組
織
さ
れ
た
衡
山
農
民
協
舎
は
、
工
人
倶
楽
部
と
ほ
ぼ
同
じ
組
織
形
態

を
採
っ
て
い
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
安
源
路
鏡
工
人
倶
楽
部
株
州
分
部

で
活
動
し
て
い
た
迂
先
宗
が
、
二
四
年
か
ら
八
迭
郷
で
農
民
、
運
動
に
従
事
し
、

翌
年
に
は
農
民
協
曾
設
立
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
湖
南
農
民

運
動
資
料
選
編
」
(
一
九
八
八
年
)
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
し

か
し
衡
山
の
農
民
協
舎
は
二
か
月
ほ
ど
で
弾
医
さ
れ
、
注
先
宗
も
二
六
年
二

月
に
は
捕
ら
え
ら
れ
て
慮
刑
さ
れ
、
州
労
働
一
連
動
お
よ
び
合
作
一
吐
的
要
素
を
も

っ
こ
れ
ら
雨
農
民
協
舎
が
そ
の
後
の
湖
南
農
民
運
動
の
隆
盛
に
ど
の
よ
う
に

関
係
し
た
の
か
は
、
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
著
者
が
別
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
て
い
る
、
二
五

年
九
月
に
安
源
路
鍍
工
人
倶
楽
部
が
閉
鎖
さ
れ
て
鉱
労
働
者
が
大
量
解
雇
さ
れ

た
の
ち
、
「
安
源
の
中
共
組
織
は
前
後
し
て
安
源
州
労
働
者
二

0
0
0
絵
人
を

贋
州
農
民
運
動
講
習
所
に
迭
り
込
」
ん
だ
と
い
う
資
料
だ
ろ
う
(
一
七
八

頁
)
。
こ
の
年
の
十
月
に
開
校
し
た
第
五
期
農
民
運
動
講
習
所
は
、
そ
れ
ま

で
と
は
達
っ
て
た
し
か
に
贋
東
省
外
か
ら
お
お
く
の
撃
生
を
受
け
入
れ
た
。

し
か
し
皐
生
一
一
四
名
で
開
撃
か
っ
卒
業
し
た
う
ち
、
湖
南
出
身
者
は
虞
束

に
つ
い
で
お
お
い
と
は
い
え
、
わ
ず
か
四
四
名
で
あ
る
(
『
第
一
次
園
内
革

命
戦
争
時
期
的
農
民
運
動
資
料
」
)

0

上
記
の
「
二

0
0
0
飴
人
」
と
は
あ
ま

り
に
数
字
に
聞
き
が
あ
り
、
ま
た
そ
も
そ
も
湖
南
の
四
四
名
が
安
源
盤
労
働
者

だ
っ
た
か
ど
う
か
も
検
註
さ
れ
て
い
な
い
。

湖
南
の
場
合
に
く
ら
べ
、
出
周
東
で
の
農
民
運
動
へ
の
合
作
祉
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
は
、
著
者
の
説
明
は
よ
り
説
得
力
が
あ
る
。
減
租
減
息
や
抗
税
の

各
闘
争
を
「
消
極
」
的
と
み
な
し
、
内
在
的
自
主
的
な
建
設
を
め
ざ
す
合
作

祉
を
「
積
極
」
的
と
位
置
づ
け
る
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
一
九
七
頁
)
o

だ
が
、
慶
東
の
農
民
運
動
を
め
ぐ
る
嘗
時
の
政
治
的
背
景

を
考
え
て
み
る
と
き
、
こ
こ
に
は
微
妙
な
問
題
が
存
在
す
る
。
「
消
極
」
「
積

極
」
の
文
言
が
現
わ
れ
る
の
は
、
一
九
二
六
年
五
月
に
聞
か
れ
た
麿
束
第
二

次
全
省
農
民
代
表
大
舎
の
「
債
東
農
民
今
年
来
省
関
経
過
報
告
決
議
案
」
で
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あ
る
。
同
議
決
案
は
べ
つ
の
部
分
で
、
昨
年
は
反
動
勢
力
の
区
迫
が
激
し
く
、

各
地
で
騒
動
が
起
り
、
建
設
事
業
に
手
を
つ
け
る
徐
力
が
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
多
少
と
も
そ
の
機
舎
が
あ
り
、
も
っ
と
も
緊
急
を
要
す
る
の
は
合
作
枇

で
あ
る
、
と
も
い
う
。

こ
の
「
騒
動
」
と
は
、
基
本
的
に
は
、
省
内
軍
閥
と
の
闘
争
と
、
地
主
の

武
装
勢
力
で
あ
る
民
間
と
の
衝
突
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
東

部
お
よ
び
南
部
の
軍
閥
は
二
六
年
二
月
ま
で
に
完
合
に
制
医
さ
れ
、
ま
た
そ

の
他
の
軍
閥
も
軍
隊
を
園
民
黛
政
府
に
移
管
し
、
二
六
年
の
前
宇
に
は
省
内

の
統
一
が
完
成
し
て
い
た
。
政
治
的
な
つ
ぎ
の
課
題
は
北
伐
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
北
伐
に
関
係
し
て
農
民
運
動
に
逆
風
が
吹
き
は
じ
め
る
o

宮
崎
東

省
を
北
伐
の
後
方
基
地
と
す
る
た
め
に
は
省
内
の
安
定
が
鉄
か
せ
な
い
の
だ

が
、
二
六
年
に
は
農
民
協
舎
と
民
国
と
の
衝
突
は
か
え
っ
て
激
化
し
て
お
り
、

省
内
の
安
定
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
農
民
運
動
を
批
判
す
る
議
論
が
繰
り
返

し
殺
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
上
記
「
議
決
案
」
お
よ

び
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
贋
東
農
民
運
動
報
告
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
そ

う
し
た
議
論
に
配
慮
し
、
過
激
な
方
向
に
走
り
が
ち
な
農
民
を
抑
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
慶
東
園
民
政
府
の
枠
内
で
運
動
を
進
め
、
か
つ
右
汲
に
農
民
運

動
攻
撃
の
円
買
を
あ
た
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
色
合
い
が
濃
厚
で
あ

る
。
た
と
え
ば
農
民
協
舎
の
「
行
政
干
渉
」
を
繰
り
返
し
戒
め
て
い
る
の
が
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
決
議
案
」
の
合
作
祉
に
関
係
し
た
部
分
は
、
こ
う
し
た
特

殊
な
状
況
の
な
か
で
農
民
運
動
執
行
部
が
あ
る
粧
の
希
望
を
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
賓
際
に
逗
動
が
そ
の
よ
う
な
方
面
に
向
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

ず
、
過
大
評
債
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
賓
は
同
様
の
こ
と
が
、
本
主
回
全
憶

に
か
ん
し
て
も
問
題
と
な
る
。
各
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ム
口

作
一
連
動
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
の
思
想
、
計
書
一
、
ま
た
合
作
祉
の
章
程
に
す

ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
合
作
の
賓
態
を
そ
れ
な
り
に
反
映
し
て
い
る
の
か
、

判
然
と
し
な
い
場
合
が
お
お
い
の
で
あ
る
。
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
た
本
書

で
さ
え
こ
の
黙
を
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
時
貼
で
は
こ

れ
以
上
の
探
求
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
書

を
讃
む
場
合
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
各
章
の
内
容
と
、
と
り
わ
け
お
お
き
な
問
題
貼
を
ひ
と
つ
紹
介
し

た
が
、
じ
つ
は
本
書
は
若
干
譲
み
に
く
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
紋
速
の
方

法
を
め
ぐ
る
こ
の
問
題
を
す
こ
し
考
え
て
、
こ
の
書
評
を
締
め
く
く
る
こ
と

と
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
第
四
章
第
三
節
「
安
源
路
鍍
工
人
消
費
ム
口
作
枇
の

設
立
と
毛
浮
民
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
最
初
に
結
成
の
経
緯
、
そ
れ
に

と
も
な
う
小
商
府
の
反
授
、
定
款
、
収
支
、
組
織
朕
況
な
ど
、
{
女
源
路
鍍
工

人
消
費
合
作
枇
の
賓
態
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
「
と
こ
ろ
で
、
」
と
い

う
書
き
出
し
で
話
題
が
轄
換
し
、
劉
少
奇
の
提
起
し
た
機
構
改
善
策
お
よ
び
、

州
営
業
面
で
の
訣
陥
を
指
摘
す
る
中
共
掻
大
執
行
委
員
舎
の
「
安
源
地
方
報

告
」
が
説
明
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
合
作
祉
を
め
ぐ
る
問
題
蛤
に
つ
い
て
の
も

の
で
あ
る
。
績
い
て
倶
楽
部
第
二
届
「
最
高
代
表
曾
報
告
」
が
紹
介
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
三
黙
の
う
弘
二
黙
に
つ
い
て
は
劉
少
奇
の
改

普
策
と
の
開
運
性
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
ほ
か
の
二
貼
は
関
係
が
あ
る
と

は
思
え
ず
、
し
か
も
こ
の
段
落
は
、
「
消
費
合
作
枇
の
主
鐙
性
が
重
ん
じ
ら

れ
始
め
た
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
績
く
段
落
で
は
同
じ
く
第
二
届
の
「
幹

事
舎
報
告
」
に
も
と
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
決
定
事
項
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
そ

の
ま
と
め
は
、
「
結
果
と
し
て
合
作
委
員
舎
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
「
消
費
合
作
祉
の
主
健
性
」
を
求
め
た
結
果
な

の
か
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
は
劉
少
奇
の
指
摘
に
淵
源
す
る
も
の
な
の
か
、
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こ
こ
で
も
や
は
り
著
者
の
説
明
が
扶
落
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
旨
が

い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
か
っ
て
展
開
し
て
い
く
の
か
、
か
な
り
理
解
し
づ
ら
い

部
分
が
あ
る
。
も
う
す
こ
し
丁
寧
な
絞
速
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

叙
述
の
わ
か
り
に
く
さ
は
、
ほ
か
の
面
に
も
見
ら
れ
る
。
資
料
を
詳
し
く

提
示
す
る
の
が
本
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
が
、
第
四
章
で
も
、
た
と
え
ば
二

七
年
六
月
の
「
第
五
次
大
舎
前
中
央
農
委
閥
於
協
作
枇
之
決
議
草
案
」
が
全

五
項
目
、
一
ペ
ー
ジ
以
上
に
渡
っ
て
要
約
さ
れ
て
い
る
(
二

O
四
、
五
頁
)

0

こ
の
長
い
要
約
の
あ
と
に
つ
け
ら
れ
た
著
者
の
ま
と
め
の
第
一
黙
は
、
「
政

権
の
枠
組
に
よ
っ
て
合
作
祉
の
質
が
決
定
さ
れ
る
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
要
約
」
の
ひ
と
つ
前
の
段
落
は
、
共
産
量
…
が
し
だ
い
に
合
作
祉
に
日
を
向

け
始
め
て
い
た
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
、
い
き
な

り
提
示
さ
れ
た
長
文
の
要
約
か
ら
「
合
作
枇
の
質
」
云
々
を
讃
み
取
る
の
は

無
理
だ
ろ
う
。
護
者
は
も
う
一
度
、
前
ペ

l
ジ
に
戻
っ
て
「
決
議
草
案
」
の

要
約
を
讃
み
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
要
約
の
あ
と
は
、

「
と
こ
ろ
で
、
」
と
話
題
が
愛
わ
り
、
っ
、
き
の
段
落
が
さ
ら
に
「
と
こ
ろ

で
乙
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
全
世
と
し
て
本
書
は
、
あ
る
程
度
し
ぼ
ら
れ
た
特
定
の
テ
ー

マ
を
め
ぐ
っ
て
何
か
を
論
議
す
る
と
い
う
よ
り
、
初
期
合
作
一
祉
に
関
す
る
膨

大
な
資
料
を
時
期
順
に
整
理
し
て
提
示
し
た
と
い
っ
て
よ
い
部
分
が
散
見
す

る
。
だ
が
こ
れ
は
、
本
書
が
ま
さ
に
初
期
合
作
世
に
つ
い
て
の
先
駆
的
研
究

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
た
ん
に
合

作
祉
の
歴
史
を
詳
細
に
後
掘
し
た
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
一
昨
史
認
識
に
再
検

討
を
促
す
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
黙
も
、
注
目
さ
れ
る
。
特
務
機
関
C
・
C

系
の
巨
頭
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
呆
夫
が
、
合
作
運
動
の
な
か
で
繰
り
返
し
姿

を
現
し
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
、
そ
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

本
書
の
関
連
分
野
は
多
岐
に
お
よ
び
、
「
合
作
運
動
か
ら
み
た
中
園
、
近
代

史
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
二
O
O
八
年
九
月
菊
判

東
京
日
本
経
済
評
論
利

回
二
五
頁
六
五

O
O園
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